
2026年、建設業界の動きを知る！　再現性の高い他社事例を学ぶ
採用・育成・DXなど同じ悩みを持つ仲間とつながる

　2023年に開催して以来、3回目となる「集い」では、これまで地域

建設業を牽引する次世代経営者が集まり、それぞれの成功事例や挑戦

を共有し、課題解決の場を作って参りました。そこから見えて来たこ

とは課題に向き合うために必要な「人とのつながり」。「集い」ではこ

れまでに、普段はつながることのない、地域建設業経営者の同じ悩み

を持った人たちのつながりを作るきっかけとして多くの新たな交流を

生み出して参りました。

　今年の「集い」では編集長 酒井真一が、年明けに発刊を控える「建

設産業大予測2026」の内容を先取り講演するほか、地域建設業を代

表して再現性の高い自社事例をチャレンジャー企業の代表2名に発表

いただきます。さらに今年は【採用・育成】【現場ICT】【バックオフィ

ス改革】【DX】【広報・PR】【ウェルビーイング】など建設業の課題別

ミニセッションも開催。自社で悩んでいることや強みにしたいテーマ

について、同じ悩みを持つ参加者や講師とともに深めていただきます。

　課題を乗り越えるための「集い」にぜひご参加ください。 詳細・お申込みは裏面へ

“集い”地域建設業
次世代経営者の

地域建設業の課題に向き合い、解決する鍵は

「人とつながる」こと！
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担い手不足　　コスト増　　◯◯疲れ

2025.12.4thu リアル・オンライン同時開催13:00
17:30 リアル会場：東京国際フォーラム　オンライン：Zoom

■開　　催 2025年12月4日 （木）
 ●セミナー 13：00～17：30
 ●交流会　18：00～19：30　

■開催場所 ［会　　場］ 東京国際フォーラム ホールD7
 ［WEB参加］ Zoom Workplace   12：20より入室開始

■参  加  費 ①会場参加＆交流会／名▶ 16,500円（税込） 
 　　※講師を交えた交流会費含む 

 ②会場参加／名▶ 11,000円（税込） 
 ③LIVEオンライン視聴／１社▶ 11,000円（税込） 
 　　※事後に見逃し配信を予定 

■定　　員 ［会　　場］ 60人 ※定員に達し次第受付終了 
 ［WEB参加］ 100人 

■主　　催 新建新聞社



2025.12.4thu
リアル・オンライン同時開催

お申込はWEBから

お願い
※ご入金後のキャンセルは原則お受けしておりま
せん。やむを得ず欠席される場合、受講料は返金
いたしかねますので何卒ご了承ください。見逃し
配信は当日参加できなくてもご覧いただけます。

申込締切
12月2日（火）17：00まで

申込方法
①申込サイトにアクセスし、受講登録を行ってください。
②登録完了後、セミナー事務局より受講料のお支払い先に関する案内メールを送信させていただきま
す。お手数ですが記載する指定振込先に受講料のご入金をお願いいたします。

③開催７日前を目処に、お客様コード、ZOOMへの入室案内、URLを送信致します。当日はそちらからオ
ンラインセミナーへアクセスして下さい。

④見逃し配信は当日の講演を収録・編集して配信するため、後日公開となります。ご承知おきください。

新建イベント＆セミナー

お問合せ
新建新聞社　建設メディア事業部 イベント＆セミナーチーム　〒380-8622　長野県長野市南県町686-8
セミナー事務局  TEL.026-234-1119  FAX.026-235-8386  　   seminar@shinkenpress.co.jp

スケジュールとプログラム　会場受付開始12：30　オンライン入室開始12：20　開会13：00
Introduction　13：00-14：00

2026年建設産業はどうなる？
~〇〇疲れ直面年。解決の鍵は新技術と人のつながり
いま、建設業界は「人」がいないからこそ、「効率化疲れ」「デジタル疲れ」「中間管理職疲れ」などさまざまな「〇
〇疲れ」と直面する年になっています。これらへの解決の鍵は、AI などを素早く、しかし正しく導入し、「人とつ
ながる」知恵と技術を活用することです。一昔前に流行った「断捨離」に象徴される削る発想の減点方式ではなく、
余力を生み、希望と誇りを増やす加点方式が、2026年の指針となるでしょう。
――経済・インフラ整備でも緊縮財政から積極財政への機運が強まる今、地域建設業のマネジメントとリーダー
シップもまた、減点型から加点型へと舵を切るときが来ています。

人口減少社会の中、高い専門性や既存イメージから地方建設業ではその傾向がより顕著です。活路を見出すた
めに ICT 施工の内製化を軸に、生産性向上や省人化、人材育成を目指す取り組みをお話します。建設業の根っ
こは「社会に必要」で「面白い」。不安な未来でも「やっててよかったこの仕事」と思える職業であるために、イ
ンフラDXを通して課題解決に挑戦します。

2018 年、ICT 活用工事の内製化に着手し、2021 年に建設 DX 導入に向けた計画を立て、2025 年現在に至るま
でにどのように進めてきたのか、大手企業が取組む建設 DX とは異なる視点で、地域建設業が独自に取組む実
現可能で現実的な真のDXをご紹介します。

同じ課題を持つ仲間と悩みを共有し、生の声を聞き、他社事例からヒントを得る課題別のセッションを行います。
「自社の強みと弱みレーダーチャートシート」を元に他の参加者やオブザーバーとともに語らいましょう。
課題テーマ（予定）：【採用】【バックオフィス改革】【現場ICT】【デジタル活用・DX】【広報／PR】【福利厚生／ウェルビーイング】

新建新聞社　
新建新聞編集長　

酒井 真一

Session1　14：10-14：45

「建設業を簡単に」 ICT施工の内製化から得られる価値

Session2　14：50-15：25

現場×バックオフィスの連携で実現する
地域建設業の真のDX

15：45-17：15　課題別グループ分けセッション

交流会　18：00-19：30　同会場内

株式会社小森組（和歌山県）
専務取締役　

小森 脩平氏

株式会社郷土建設藤村組
（新潟県）
代表取締役社長

藤村 英明氏

講師や会場参加者との、名刺交換や情報交換の場として立食パーティー形式で行います。
ぜひ、この機会に熱く語らいましょう！
参加オブザーバー：小森脩平氏　藤村英明氏ほかビッグゲストが参加予定

※講師プロフィールはWEBで公開

休憩・グループ分け　15：25~15：45

まとめ・質疑応答・名刺交換　17：15~17：30

特別
企画

地域建設業 次世代経営者の“集い”“集い”
地域建設業の課題に向き合い、

解決する鍵は

「人とつながる」こと！
13:00
17:30


